
第41回大会〕

C 55

５月28日（日）第９会場　午前9:30～12:00

^が国･こ恚･け４黄飯<?>利用にフりて

水御府大^弟　畑明良　京脚府大家 o傍息　善攻

食　物　53

　回的あがlSi'こまけ^米飯･り^色秘月･こツ･' r Iよ,アズ汽を用＼' n " 赤飯″がハレ食･こ

Aく-f:4すれりこ釆洛玲か以^^' <?Jむれ゛タチf yを用ヽ･t黄,こJ色しすゴ債飯りヽ吟な

お>fS承されt いろ。そこ^｀岑調査・゛は，黄飯利用･ｸ煮熟，φ図心s革あ抑> (よをｸ系譜な

と｀'乞犀ｿ，食の欠化幼考単色試みヽようｔした，

　方浹静岡か呻, ^重わ呻i'-μ単福岡県紬f

･ヽこ'とし^．実際に黄飯ヵ痢用^ ^ ７ ･>る地域で現城踏査

か丿よ言仏えなどヽ｀,こフ>ヽt聞さ取ソ調査μnフだ。

ヵ巧素北鮮大分^

t.行ヽ･，吃の昨リガ
リ など左中
片7実態あ

賭系0本調査超域で･it。^り呼びみが･f .>も･りI*." おいまん｡／≒きめし，ヅ染めめL

であソ. 一却ぞ'£し。, ' ほ･>心りI/.など･ダみラれり｡。のi.,こ･ま゛^ テネ｡ダ硬φ,h･るが，

ご夕よｰ'こ黒£，異,ゴマ塩ヵ'',h やれ多こ1^ が'f .＼，為色,こit -せ>. ろ胤にタ遇蘇尨訂ち札

とI t フテダシ雑実タ浸出東八恥りれろ。③一般的,≒れ/,?£にクftシ雅実3 ～チ個

屈嵐･り今や蔦いめ砂濠^廉ぜ黄色り仕上カリがよI). ④Iくりあ聚タヂブ^シ種実･り家

採取レX 乾煉様存す軋R端午心節り，象9建x胤嫁'^ね£帰ソ，男児誕^の匈柘銕

剱亀坤祭？なS^-' ’III■>るほれ　正月辨理.， 農村4^ふヽり*ダリア鴻劃什準声白紬
Ill"尚≫・%． 雌。り祭事･や行事のハ1／食･こ登>Iす% こi･

7 チナシ･よ肝贅。剥鳶不気，%機能り向^な（民鴫

μ&寄ぞ供ざれる毎集村理心゛飯^ IZ クチナシ利用･り

うりm吏された。

C 56

･よ，赤參'(.類似するもが'f I)。d)

ねよこマボＪ崇

郷土料理に対する食行動について一特に高山市を中心として

　　　　岐阜女大家政　　　　○小川　宜子・田名部　尚子
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目的〕高山市の郷土料理の現状を知り、高校生の郷土料理に対する認識につき調査し、

土料理が食行動に及ぼす彰響について検討を加えることを目的とした。

方法〕高山市にある高等学校２校の高校生　247名の家庭より事前に行事食、郷土食につ

ての調査を行い、行事食・郷土食（以下郷土料理という）30品を選び出した。そして、

の料理につき、「料理に対する嗜好（感覚）」「料理に対するイメージ」「料理の摂取

況」及び「個人の家庭での食事状態」について翻査を行った。嗜好翻査については、「

そらく食べる気にならないJの１点からＦ最も好きな食品に入る」の９点まで点数を与

、各料理についての平均値を出し、因子分析を行い、嗜好による料理の遠近関係を調べ

。又、イメージの調査では、料理の各項目ごとの反応数を集計し、各料理の反応数の平

値を出し、平均点以上を１、平均点以下をＯというダミー変数を導入し、数量化Ⅲ類に

り、イメージによる料理の遠近関係を調べた。

結果〕郷土料理でもっとも好まれた料理は「五平餅」であり、好まれなかったのは「な

ずし」であった。嗜好による料理の位置関係では、「みたらし団子」「五平餅」が日常

料理と近い関係にあり、日常の料理と同じ好みでうけとられていた。しかし、これらは

摂取状況の翻査から約90%の人か家では作らないで店で買って食べるという状況であっ

。又、郷土料理で酢を使った料理は他の料理と離れた所に位置し、もち米を使った料理

うしは近い所に位置していた。イメージによる料理の位置関係は、郷土料理は、日常食

「スパゲッティー」「鶏からあげ」「トンカツ」と遠く離れていた。


